
令和６年度 第５回 聴覚センター指定管理者運営委員会協議の概要 

 

 

１ 日  時：令和７年１月２５日（土） 

開会：１５時３０分  閉会：１６時２６分 

 

２ 場  所：岡山県聴覚障害者センター会議室 

 

３ 出席委員：岡山県聴覚障害者福祉協会   東  久示、竹村 真明、音田 守利 

       岡山県難聴者協会       森  俊己 

  欠席委員：岡山県聴覚障害者福祉協会   中務 雅裕 

       岡山県難聴者協会       竹上 敦典、谷口 進 

 

４ 会議に出席した者 

       岡山県聴覚障害者センター 所長 西條 保幸 

 

５ 情報保障：岡山県聴覚障害者センター職員３名、岡山県要約筆記団体連絡会２名 

        

６ 報告事項 

（１）令和６年１１月・１２月の月例報告                

（２）令和６年１２月までの各種事業の実施状況と計画                   

（３）令和６年度センター利用者アンケートの結果            

（４）災害救援専門ボランティア研修会の実施報告               

（５）防災ワークショップ in岡山の開催について 

 

７ 協議事項 

（１）令和７年度センター運営方針（案） 

（２）岡山聾学校との協働事業の実施について       

          

８ その他 

（１）次回運営委員会の会議日程について 

（２）令和６年度センター運営会議の日程について 

 

９ 協議の概要（○は委員の発言、□はセンターの発言） 

① 聴覚障害者コミュニケーション機器貸出事業について 

   ○ コミュニケーション機器の貸出しであるが機器が故障することはあったのか。 

   □ 今年度は機器が故障したという報告は受けていない。 

         



②  学校教育との連携について 

○ 岡山聾学校の地域学校協働本部に参加して協働で事業を進めるということだが、 

中央小学校など難聴学級を有する学校に対しても、市の教育委員会などを通して 

センターのことをもっと周知し、連携していってはどうか。 

□ 難聴学級を有する中央小学校などが校外学習の一環としてセンターに来てくれた 

ことがあるが今年度は残念ながら実績がなかった。校外学習の受け入れなど学校 

教育との連携を促進することでセンターの周知を図り、連携できることがあれば 

やっていければと思う。 

 

③ 自主制作映画の作成について 

   ○  現在作成中の「コーダって何？」は昨年９月に開催された講演会を記録したもの 

か？ 

   □  手元に資料がないので、後日、お知らせいたします。 

   

   ※２０２４年９月２日にきらめき４０１会議室で開催された記念講演会「コーダって 

何？」を記録した DVD を作成中。YouTube でも配信予定。 

   

④ 遠隔通訳（要約筆記）について   

   ○  ある要約筆記者から、手書き要約筆記は遠隔には関係ない、という意見を聞いた 

ことがある。手書き要約筆記を遠隔で実施出来ないのか？ 

  □ 今年度の遠隔通訳訓練（災ボラ研修に併せて実施）では、手書き要約筆記を使っ 

た訓練を実施している。また、今年度から開始した遠隔要約筆記現任研修でも手 

書き要約筆記の実技研修を実施している。 

 

⑤ ヨメテルについて 

  ○  ヨメテルのモニターに参加して実際に使ってみたが、文字変換が早く、変換され 

た文字の正確さも満足できる水準で、これは使えると思った。ただ、登録作業が 

難しいと感じた。センターでサポートしてくれればと思う。  

□  毎年、日本財団から講師を招いて実施している電話リレーサービス利用登録会で 

はヨメテルも対象になる。また、センターでも利用登録のお手伝いをしていきた 

い。 

    

⑥ 関係機関や地域社会との連携について 

○  岡山聾学校と協働事業を促進するということだが、岡山聾学校は将来盲学校と合 

併されることになっている。そうすると協働事業の対象も、盲・聾への支援とい 

う観点から行なうことが必要になってくると思う。 

 

 



⑦  令和７年度センターの運営方針（案）について 

  ○ 手話通訳者の養成事業であるが実践課程を削除した理由は何か？ 

  □ 令和５年７月に手話通訳者養成課程カリキュラムが変更され、実践課程が廃止さ 

れ、応用課程に含まれることになったことによる。 

  

⑧ センターの掲示物について 

   ○  センター事務室の廊下側の窓にはいろいろなポスター等が掲示されているが、大 

きなボードに掲示物をまとめた方が良いのでは？また、どういう基準で掲示物を

選定しているのか？ 

    □  大きなボードを設置する場所がないため利用者の目につく廊下側の窓を利用し 

ている。掲示するポスター等は、利用者に周知する必要性が高いと思われるモ 

ノを選定している。例えば、センター主催の講座や研修会、各種イベントなど。 

また、国（厚生労働省）や県・市町村、関係団体から送付されるポスター等で重

要と思われるモノを選んでいる。 

 

⑨ 運営委員会のオンライン開催について 

   ○  運営委員会に参加するために家から通うのは時間もかかり大変である。オンライ 

ン会議の導入を検討していただきたい。 

    ○  オンライン会議はセンター側の準備作業が大変だとは思うが今後の検討事項だと 

思われる。 

○ オンライン会議と集合型の会議とでは重みが違うように感じている。重要な会議

は集合型が良いのでは。 

 

⑩ その他 

   ○ 次回の運営委員会は３月２９日（土）１３時半から実施する。また、今年度の運 

営会議は３月１６日（日）１３時半からとなっている。 

    

       

 

 

 

 

 


